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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第32期

第３四半期累計期間
第33期

第３四半期累計期間
第32期

会計期間
 自平成24年４月１日
 至平成24年12月31日

 

 自平成25年４月１日
 至平成25年12月31日

 

 自平成24年４月１日
 至平成25年３月31日　

 

売上高（千円） 6,009,972 6,220,190 7,806,563

経常利益（千円） 111,701 110,888 92,097

四半期（当期）純利益（千円） 87,982 69,624 123,081

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 2,155,352 2,155,352 2,155,352

発行済株式総数（千株） 16,623 16,623 16,623

純資産額（千円） 3,780,007 3,863,333 3,823,751

総資産額（千円） 13,382,592 13,859,714 13,086,386

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
5.31 4.20 7.43

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 2.50

自己資本比率（％） 28.25 27.87 29.22

　

回次
第32期

第３四半期会計期間
第33期

第３四半期会計期間

会計期間
 自平成24年10月１日
 至平成24年12月31日

 

 自平成25年10月１日
 至平成25年12月31日

 

１株当たり四半期純利益金額

（円）
2.54 1.78

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社１社を有しておりますが、重要性の観点から持分法

損益等の注記を省略しているため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係

会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　 当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　　 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　　

 

２【経営上の重要な契約等】

　　 当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

  当第３四半期累計期間の世界経済は、米国が個人消費や企業業績の堅調さを維持し、加えて住宅市場も底堅

く推移する一方、欧州ではドイツの企業業績が好調を維持しつつも、ユーロ圏全体としては景気回復は緩慢な

状況でありました。新興国では、中国経済が景気下げ止まり後、横ばいに推移しているものの、その他新興国

は未だ先行きに不透明感が残る状況であります。このように世界経済全体としては明るさを取り戻しつつある

ものの引続き不安定さも残る情勢でありました。

　一方、日本経済はアベノミクスによる株高・円安や景気刺激策等の効果から回復軌道に乗ってはいるものの

成長戦略の成果が見通せない状況でもあり、国内外経済全体で考えれば、まだまだ不透明さの残る状況であり

ました。

　このように国内外経済は全体として徐々に明るさも見えてくる一方で、不安感も残る中、当社の主力マー

ケットである欧州自動車産業の業績回復は未だ途上にあり、当社の売上高は、引き続き厳しい状況となりまし

た。また、利益面については、円安による改善効果は一部あるものの、中国・アジアマーケットを中心にグ

ローバルな販売価格競争は続いており、さらに厳しい状況となっております。

　このような状況の下、当社の当第３四半期累計期間の業績は、紫外線吸収剤の主力製品であるベンゾトリア

ゾール系薬剤の海外向け販売数量の増加ペースは低調に推移し、写真薬中間体他の販売が減少する一方、製紙

用薬剤や電子材料の売上が増加したものの売上高合計では、前年同四半期比210百万円増加の6,220百万円（前

年同四半期比3.5％増）に留まりました。利益面は、売上高が増加した一方、販売費及び一般管理費も増加し、

営業利益は242百万円（同8.0％増）、経常利益は、生産休止費用58百万円を計上したことなどにより110百万円

（同0.7％減）となりました。四半期純利益については、法人税等41百万円を計上したことにより69百万円（同

20.9％減）となりました。

　　

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

（化学品事業）

　当第３四半期累計期間の売上高は、国内外経済が全体として不安感も残る中、欧州では自動車産業の業績回

復が遅れており、紫外線吸収剤の主力製品であるベンゾトリアゾール系薬剤の海外向け販売数量の増加ペース

は依然厳しい状況で、紫外線吸収剤の売上は、前年同四半期比37百万円増の3,392百万円（前年同四半期比

1.1％増）に留まりました。製紙用薬剤が325百万円（同38.7％増）、電子材料が169百万円（同64.6％増）と一

定の伸びがあったものの写真薬中間体等の薬剤での減収もあり、全体では同213百万円増の5,438百万円（同

4.1％増）となりました。また、セグメント利益では411百万円（同7.4％増）を計上いたしました。

　

（ホーム産業事業）

　当第３四半期累計期間の売上高は、木材保存薬剤の売上が前年同四半期比微増の673百万円（前年同四半期比

2.3％増）となる一方、不採算であったＤＩＹ商品から前年の第３四半期に撤退した影響で、全体では同3百万

円減の781百万円（同0.4％減）となりました。また、セグメント利益では68百万円（同9.6％減）を計上いたし

ました。
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　（2）財政状態の分析

　当第３四半期末（以下「当四半期末」という）の総資産は、前事業年度末（以下「前期末」という）比773百

万円増加し、13,859百万円となりました。流動資産は同595百万円増の9,122百万円、固定資産は同180百万円増

の4,732百万円、繰延資産は同3百万円減の4百万円となりました。

　流動資産の増加の主な要因は、現金及び預金が128百万円、たな卸資産が271百万円増加し、受取手形及び売

掛金も151百万円増加したことなどによるものであり、固定資産の増加要因は、有形固定資産が173百万円増加

し、無形固定資産は6百万円減少、投資その他の資産が13百万円増加したことによるものであります。

　当四半期末の負債は、前期末比733百万円増加し、9,996百万円となりました。流動負債は同534百万円増の

7,171百万円、固定負債は同198百万円増の2,824百万円となりました。

　流動負債の増加の主な要因は、支払手形及び買掛金の増加378百万円の他、社債150百万円の償還日が1年以内

となり流動負債に振り替わったこと等を反映したものであり、固定負債の増加の主な要因は、長期借入金の増

加292百万円であります。

　当四半期末の純資産は、前期末比39百万円増加し3,863百万円となりました。主な要因は、四半期純利益を69

百万円計上したことに加え、その他有価証券評価差額金が11百万円発生する一方、配当金の支払41百万円が

あったことによるものであります。この結果、自己資本比率は27.9％となりました。

　 

　（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　（4）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は217百万円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

　（5）主要な設備

         新たに決定した主要な設備投資は次のとおりであります。

事業所名

（所在地）

敷地面

積　

（㎡）　

設備の内容

　

生産品目　

 

投資予定金額　 着工及び竣工予定　

総額

(千円)　
着工 竣工　

福島工場

（福島県田村

市）　

　

8,406　

有機ＥＬ材料

製造に係わる

合成製造工場

建設　

有機ＥＬ材

料　
930,000　

平成26年

６月　

平成27年

５月　

        　（注）　上記金額には消費税等は含まれておりません。　　　　　　　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 66,000,000

計 66,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,623,613 16,623,613
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 16,623,613 16,623,613 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 16,623,613 － 2,155,352 － 1,052,562

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他）   － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式        55,000

　

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   16,483,000       16,483 －

単元未満株式
普通株式        85,613 

　
－ －

発行済株式総数
普通株式   16,623,613 

　
－ －

総株主の議決権 － 16,483 －

　

　　  ②【自己株式等】

　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ケミプロ化成株式会社
神戸市中央区京町

８３番地
55,000 － 55,000 0.33

計 － 55,000 － 55,000 0.33

 

２【役員の状況】

(1）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役

営業本部長

兼務　営業部長

兼務　有機電子材料技術本部長

兼務　有機ＥＬ材料技術部長

兼務　福島研究所長　

取締役
営業本部長
兼務　営業部長　

河井　典生 平成25年11月１日

取締役

生産技術部統括本部長

兼務　新規ビジネス推進部

　　　技術担当役員　

兼務　有機電子材料技術本部

　　　技術担当役員　

取締役
生産技術部統括本部長
兼務　新規ビジネス推進部
　　　技術担当役員　

金子　勇一 平成25年11月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,320,323 3,448,644

受取手形及び売掛金
※ 1,898,381 ※ 2,050,032

商品及び製品 2,768,453 2,908,119

仕掛品 141,673 52,633

原材料及び貯蔵品 328,935 549,599

その他 81,528 125,142

貸倒引当金 △12,640 △11,736

流動資産合計 8,526,655 9,122,434

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 950,980 918,477

土地 2,832,236 2,837,071

その他（純額） 507,161 708,816

有形固定資産合計 4,290,378 4,464,364

無形固定資産 26,727 20,192

投資その他の資産

投資有価証券 121,890 137,543

その他 132,437 134,504

貸倒引当金 △19,983 △24,162

投資その他の資産合計 234,344 247,885

固定資産合計 4,551,450 4,732,443

繰延資産 8,281 4,836

資産合計 13,086,386 13,859,714

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 1,136,145 ※ 1,514,167

短期借入金 3,900,000 3,900,000

1年内償還予定の社債 － 150,000

1年内返済予定の長期借入金 994,912 872,967

未払法人税等 11,039 22,888

賞与引当金 65,047 27,295

その他 529,561
※ 684,367

流動負債合計 6,636,706 7,171,685

固定負債

社債 250,000 100,000

長期借入金 1,714,786 2,006,900

退職給付引当金 297,081 320,632

環境対策引当金 2,172 －

その他 361,890 397,163

固定負債合計 2,625,929 2,824,695

負債合計 9,262,635 9,996,381
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,155,352 2,155,352

資本剰余金 1,052,562 1,052,562

利益剰余金 605,971 634,174

自己株式 △13,857 △14,042

株主資本合計 3,800,028 3,828,047

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 23,722 35,286

評価・換算差額等合計 23,722 35,286

純資産合計 3,823,751 3,863,333

負債純資産合計 13,086,386 13,859,714
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 6,009,972 6,220,190

売上原価 4,957,702 5,101,969

売上総利益 1,052,269 1,118,220

販売費及び一般管理費 827,502 875,438

営業利益 224,767 242,782

営業外収益

受取利息 68 95

受取配当金 3,168 3,188

受取賃貸料 11,030 41,038

その他 22,104 9,769

営業外収益合計 36,371 54,092

営業外費用

支払利息 80,354 75,298

生産休止費用 56,141 58,402

賃貸収入原価 6,904 44,161

その他 6,036 8,122

営業外費用合計 149,437 185,985

経常利益 111,701 110,888

特別利益

保険金収入 49,684 －

特別利益合計 49,684 －

特別損失

事故対策費 32,402 －

特別損失合計 32,402 －

税引前四半期純利益 128,983 110,888

法人税、住民税及び事業税 41,000 41,264

四半期純利益 87,982 69,624
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　　　　該当事項はありません。　

　

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

     　該当事項はありません。　
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（四半期貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形

 四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形の金額は、次のとお

りであります。

　
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 17,551千円 22,411千円

支払手形 167,185 228,469

その他（設備関係支払手形） － 23,548

　　　　

（四半期損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 239,032千円 223,054千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

　　　 　配当金支払額　　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 82,849 5 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

　　　 　配当金支払額　　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 41,421 2.5 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　

（持分法損益等）

前第３四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）　 

　当社の関連会社はハリマトランジット株式会社の１社ですが、ハリマトランジット株式会社は重要性の観点か

ら、持分法損益等の注記を省略しております。 

当第３四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）　 

　当社の関連会社はハリマトランジット株式会社の１社ですが、ハリマトランジット株式会社は重要性の観点か

ら、持分法損益等の注記を省略しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                                                         　　 （単位：千円）

　
 

　
　報告セグメント 　

合　　計
化学品事業 ホーム産業事業

売上高    

  外部顧客への売上高 5,224,779 785,192 6,009,972

  セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － －

　　　　 　計 5,224,779 785,192 6,009,972

 セグメント利益 383,317 75,788 459,106

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利　　　益 金　　　額

報告セグメント計 459,106

全社費用（注） 　△234,339

四半期損益計算書の営業利益 224,767

　（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。　　
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Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                                                         　　 （単位：千円）

　
 

　
　報告セグメント 　

合　　計
化学品事業 ホーム産業事業

売上高    

  外部顧客への売上高 5,438,425 781,764 6,220,190

  セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － －

　　　　 　計 5,438,425 781,764 6,220,190

 セグメント利益 411,734 68,480 480,215

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利　　　益 金　　　額

報告セグメント計 480,215

全社費用（注） 　△237,433

四半期損益計算書の営業利益 242,782

　（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。　　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

　
前第３四半期累計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5円31銭 4円20銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 87,982 69,624

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 87,982 69,624

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,569 16,567

  　 　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

　

（重要な後発事象）

　     該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月13日

ケミプロ化成株式会社

取締役会　御中

　有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北　本　　敏　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坊　垣　慶二郎　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているケミプロ化成株

式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第33期事業年度の第３四半期会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ケミプロ化成株式会社の平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　

※１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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